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正統的周辺参加論にもとつく環境教育の試みと課題
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　本稿は、正統的周辺参加論にもとつく環境教育の試みと課題を示し、その考察を行うものである。正統的周辺参加
論における学習とは、抽象化されパッケージ化された知識を効率的に習得することではなく、社会的実践における実
践共同体への参加である。この学習論を環境教育に導入し、新たな環境教育のカリキュラムを開発する。具体的には、
企業・行政・大学生が協力し、千代田区立九段中等教育学校1年生160名を対象に行った環境教育を事例として、正
統的周辺参加論にもとつく環境教育の試みを考察する。また、環境教育における実践共同体そのもののあり方や実践
共同体への参加のあり方などについて論じ、正統的周辺参加論にもとつく環境教育の課題、さらには正統的周辺参加
論にもとつく授業づくりの課題を明らかにする。
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　　　　　　1、研究の背景と目的　　　　　　　『教科書、辞書、ハンドブッ久マニュアルなどに書かれ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ていることと同じであり、ただそれが『頭の中にしまっ
　本稿は、子どもたちが環境や環境問題の内容に関する　　てある』というだけのことだったのです。1と述べ3、ま
知識や態度を身に付け、より良い環境の創造活動に主体　　た野村（2003）も、「学習すべきものをもっとも効率よ
的にかっ継続的に参加できるようになることを目的と　　く子どもたちに伝達する、つまり教育における最適化の
して、正統的周辺参加論にもとつく環境教育の試みと課　　思想が重視されるようになる。」と述べている4。確かに、
題を示し、その考察を行うものである。筆者は、千葉大　　例えば歴史の学習や地理の学習における普遍的な知識
学大学院教育学研究科研究生論文1において、千代田区　　を教える際には、効率よく子どもに伝達することは重要
立九段中等教育学校で行った環境教育を事例にして、実　　であろう。例えば、以下のような授業が挙げられるS。
践共同体に正統的に周辺参加するためのカリキュラム
と正統的周辺参加論における大学生の役割の考察を行　　　　　教師が教室で黒板を背に子どもたちの前に立っ
った。本稿では、その知見をもとに、特に環境教育にお　　　　ている。チャイムが鳴ると、教師はその日の学習内
ける実践共同体そのもののあり方や実践共同体への参　　　　容を伝え、教科書を読み上げる。
加のあり方などについて論じ、正統的周辺参加論にもと　　　　　　「今日は、地球上の位置を示す緯度と経度につい
つく環境教育の課題、さらには正統的周辺参加論にもと　　　　て学習します。教科書を見て下さい。1
つく授業づくりの課題を明らかにする。　　　　　　　　　　　　教師は教科書を読み上げる。「赤道は緯度θ度を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　結んだ線である。地球表面上の同じ緯度を結んだ線
　　　　2．正統的周辺参加論とはなにか　　　　　　　を緯線という。赤道面と地球の中心からの角度力ま緯
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　度であり、北半球では北緯○度、南半球では南緯O
　まず、正統的周辺参加論2について述べておこう。　　　　　度という。」
　近代社会における学習、特に学校教育における学習は、　　　　教師は、生徒にF緯線・緯度」にアンダー一ライン
教師が知識をいかに教えるか、子ども個人が知識をいか　　　　を引くよう指示し、これらの言葉を板再していく．
に効率的に身につけるかに焦点があてられてきた。この　　　　生徒は板書をノートに書き写す。教師は板書が終わ
ことにっいて、佐伯（1996）は、軸象化されパッケー　　　　ると、再び教科書を読み上げる。
ジ化されて、どこでもそれが出せるし、どこででも通用　　　　　　「北緯9趣度が北極点、南緯90度カミ南趣点である。
するような知識を獲得するのが学習なのだという前提　　　　北極点と南極点を結んで、同じ経度を結んだ線を経
を、だれも疑わなかったのです。『知識』というのは、　　　　線という。3
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　教師は、生徒に「経度・経線」にアンダーライン　　　　れ、腰で」
を引くよう指示し、これらの言葉の板書を行う。生　　　　　私はその、腰で振るという要領を習得するために
徒は板書をノートに書き写すe教師は板書が終わる　　　　暇を盗んでは鍛冶場で、鉄敷にチョークで書いたバ
と、再び教科書を読み上げる。　　　　　　　　　　　　　イト10をめがけて大ハンマーを振る練習をした。
　　　　　このような授業における教師の学習観は、学習を．「抽　　　これも、大ハンマーの振り方について抽象化されパッ
　　　　象化されパッケージ化された知識を子どもたちに効率　　ケージ化された知識があるわけではない。先輩のアドバ
　　　　的に伝達すること」ととらえる考え方である。抽象化さ　　イスをもとに、先輩の所作をまねて繰り返し練習をする
　　　れパッケージ化された知識の伝達が主であるから、知識　　ことで学習が進むのである。
　　　　は教室という場において教師から子どもへと一方向的　　　こうした普遍的でなく体系化されていない事柄をど
　　　　に伝達される。他方、それらを効率的に行うための様々　　のように子どもたちに伝えていくか、従来の学校的な知
　　　　な方法も考えられてきた。例えば、教師が生徒にアンダ　　識の伝達だけでは学習は成立しないであろう。
　　　一ラインを引かせることやノートに書き写させること　　　こうした職人の「わざ」に挙げられる普遍的でなく体
　　　などが挙げられる。これらの方法は、特に教育研究団体　　系化されていない学習のあり方を記述しようとして生
　　　を中心に研究が進められ、多くの方法が考えられてきた　　まれたのが、正統的周辺参加論である。正統的周辺参加
　　　6。従来の学校教育では、このような授業は、地理や歴　　論とは、学習をなんらかの共同体における、正統的かっ
　　　史に限らず一般的に行われてきたのである7。しかし、　　周辺的な参加であると捉える考え方であるeでは、正統
　　　学校教育における学習だけが学習ではない。学校教育と　　的かっ周辺的な参加とはどのような参加であろうか。例
　　　は違った形の学習もあるa例えば、野村（2003）は、宮　　えぱ、美馬・山内（2005）は、落語の弟子入りを例に次
　　　大工の世界における「わざ」の習得について、法隆寺の　　のように述べている11。
　　　宮大工の棟梁であった西岡常一氏の例を挙げているS。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　最初から落語の練習をさせてもらえるわけでは
　　　　　　祖父ははじめにノミを与え、「これを切れるよう　　　　なく、雑用から始まるのが普通です。たとえば、廊
　　　　　に研げ」といっただけで、研ぎ方は一切教えてくれ　　　　下のぞうきんがけを行ったり、師匠の身のまわりの
　　　　　ませんでした。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ものを整えたりすることが最初の仕事になります。
　　　　　　1わからんかったらわしの道具箱を見てみい1　　　　　　一見するとぞうきんがけは落語となんの関係も
　　　　　　「とことん研いでみい」　　　　　　　　　　　　　　ないように見えますが、ぞうきんがけをすることに
　　　　　　と何をきいてもおし返されました。ノミの次はカ　　　　よって、部屋で行われている兄弟子たちの行動をの
　　　　　ンナ、ノコギリの目立て、…すべて同じくり返しで　　　　ぞき見ることができます。また掃除は、共同体を維
　　　　　した。（中略）こうなるとその仕事のやり方を、一　　　　持するために必ず行わなければいけない活動のた
　　　　　週間でも二週間でも、考えに考え抜いて、それに体　　　　め、弟子は共同体の一員として一定の役割を担うこ
　　　　　あたりしていくしかありません。頭も体もとことん　　　　とにもなるのです。
　　　　　使いました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　このように、落語の習得には、最初は掃除という共同
　　　　この揚合、ノミの研ぎ方について、抽象化されパッケ　　体の活動の一部から参加をはじめ、徐々に重要な役割を
　　　一ジ化された知識があるわけではない。当然、ノミの研　　担っていくという過程があるeLave・Weロger（1993）
　　　ぎ方についてのテキストをもとに学習をすすめるので　　は、この状況のように、共同体の重要な役割を担ってい
　　　はなく、師匠である祖父のやり方をまねることで学習が　　ることを正統性、共同体の一部から参加を始めることを
　　　進むのである。同様に小関（2003）は、自身の見習工と　　周辺性と呼び、こうした過程を踏まえた参加を正統的周
　　　しての体験を振り返り次のように述べている9。　　　　　辺参加と呼んだ12。
・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　また、佐伯（1993）は、この正統的周辺参加論を次の
　　　　　　鍛冶場で大ハンマーを振るのも、見習工の仕事だ　　ように整理している13。
　　　　　った。1メートルもある柄のっいた大ハンマーを両
　　　　　手で持ち上げて、力いっぱい振り下ろす。（中略）　　　　　正統的周辺参加論（以後、LPPと略す）の立場が
　　　　　ところが、なかなか指定の位置にぴったりと振り下　　　　従来の多くの教育論とかなりはっきり異なる点の
　　　　　ろせない。焼いた鋼そのものがふっ飛んだり、先輩　　　　一っは、学習を教育とは独立の営みとみなしたこと
　　　　　の持つ火箸を叩いたり、そのたびにまた罵声が飛ん　　　　であろう。（中略）LPPでは学習を社会的実践の一
　　　　　た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　部であるとする。（中略）LPPでは学習とは「参加」
　　　　　　「碗で振ろうとするから、ふらっくんだ。腰で振　　　　であるとする。（中略）LPPでは学習はアイデンテ
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　　イティの形成過程であるとする。　　　　　　　　　　　H本の子どもたちは小学校高学年から中学校・高
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　校にかけて、大多数が学校の勉強を嫌悪し、勉強か
　ここでは、それぞれについて詳しく論じないが14、学　　　　ら逃走していますeかつて日本の子どもたちは、世
習を社会的実践の一部であるとすることは、これまでの　　　　界のどの国よりも勉強に意欲的に取り組んでいま
学習観と大きく異なるe富大工を例にして考えてみよう。　　　したが、今や、世界でもっとも勉強を嫌悪し、勉強
宮大工の世界では、大工の師匠がいて、兄弟子がいると　　　　しない子どもへと転落しています。
いう環境の中で一緒に仕事を行い、ノミの研ぎ方などを　　　　　　　‘
学んでいく。新参者がノミの研ぎ方を学ぶ際には、師匠　　・このような「学びからの逃走」はなぜ起きたのだろう
や兄弟子のノミの研ぎ方を盗み取りながら学習をすす　　かe例えば、市川（2001）は、これらの問題は学習の動
める。決して、「一人で」ノミの研二ぎ方を学んでいるの　　機づけの問題であるとし、次のように指摘する20。
ではない。もちろん、繰り返しひとりで練習をすること
はあるであろう。しかし、その場合も、一見「一人で」　　　　　競争心をあおってとか、いい大学に入れるとか、
学習しているように見えるだけで実際は「一人で1学習　　　　お小遣いが増えるというプレッシャーがあまり効
しているのではない。師匠や兄弟子のノミの研ぎ方を想　　　　かなくなっている。子どもは、あえて勉強しなくて
像しながら練習を行っているのである。同様に、鍛冶揚　　　　も、お小遣いはそこそこもらえる。いい大学に入れ
の見習工の世界でも、学習は仕事という社会的実践の中　　　　なくてもなんとか、それこそフリーターでも生活し
に埋め込まれている。師匠がいて、兄弟子がいるという　　　　ていけるという時に、外的な報酬で勉強させるとい
環境の中で一緒に仕事を行い、「腰でハンマーを振る」　　　　うやり方がうまくいかなくなっているn
という兄弟子の所作を真似て学習が進んでいくのであ　　　　　かといって、純粋に内発的に、先生が授業をおも
る。学習は、「社会的実践の一部」であり、言いかえれ　　　　しろくするよう工夫しても、世の中にもっとおもし
ば、仕事や生活のような「状況に埋め込まれている」営　　　　うものはたくさんある。（中略）先生がせっかく授
みであるとも言える15。この点は、教室の中だけで歴史　　　　業をおもしろく工夫しても、なかなか教科書の学習
や地理の学習を行うこととは大きく異なる。学習は社会　　　　のおもしろさが通じないという時代だと思うんで
的実践の中に埋め込まれているのである。　　　　　　　　　　す。
　このように正統的周辺参加論のいう学習とは、従来の
普遍的で体系化されている知識の積み重ねではなく、　　　っまり、「学びからの逃走」の原因は、外発的動機づ
「状況に埋め込まれた」社会的実践の一部にゆるやかに　　けが効きにくく、内発的動機づけが難しいということで
参加しながら自分らしさを形成していくという、いわば　　ある21。確かに、現在大学は選ばなければ誰でも入れる
社会的実践における共同体への参加なのである。　　　　　大学全入時代となっている22。また、たとえ一流大学を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出て大企業に入社したとしても、産業構造の変化が激し
　3．学校教育における正統的周辺参加論　　　　　い現代社会では倒産やリストラの対象となることは珍
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しくない。勉強をすれば、一流大学に入学でき、大企業
　正統的周辺参加論における学習とは、「社会的実践に　　に入社して高収入を得られるという外発的な動機づけ
おける実践共同体への参加」である。では、学校教育に　　には限界があるであろう。また、教科書の学習そのもの
おける学習を正統的周辺参加論にもとついて考えると　　の楽しさを求めることも難しい。現代には携帯電話やテ
どう考えられるであろうか。また、学校教育において　　レビゲームなど子どもたちの興味関心を引くものがあ
正統的周辺参加論はなぜ必要なのであろうか。近年の学　　ふれている。教科書の学習そのものの楽しさを追求する
校教育の問題を概観しながら検討してみよう。　　　　　　ような内発的な動機づけにも限界があるであろう23。
　2．で挙げたように、近年の学校教育における学習と　　　では、学校教育における学習を正統的周辺参加論で考
は、抽象化されパッケージ化された知識を効率的に習得　　えるとどうなるであろうか。正統的周辺参加論における
することであると考えられてきた。個々の子どもが、そ　　学習とは、抽象化されパッケージ化された知識を効率的
れそれいかに効率的に知識を習得するかに焦点があて、　に習得することではなく、仕会的実践における実践共同
られてきたのである。しかし、近年、子どもたちの学ぶ　　体への参加である。この学習における動機づけは、従来
意欲が衰えてきているという指摘があるIG。もっと勉強　　の外発的動機づけや内発的動機づけとは異なる・佐伯
したいという子どもの数が減少し17、学校外での学習時　　　（1996）は、次のように述べている24。
間は過去に比べ減少している18。佐藤（2001）は、この
ような状況を「学びからの逃走」とよび、次のように述　　　　　従来は、単純に「他人にほめられること」だとか、
べている19。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「報酬を得ること」だとか、あるいは、当人に「内
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　発的動機づけ」なるものが備わっているのだとか、
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　　「知的好奇心」が旺盛な性格なのだ、というような、　　学校教育で考えると、例えば数学の学習は、数学を研究
　　いずれにせよ知識内容とは独立の、外在的ないしは　　している、または数学を活用して社会的活動をおこなっ
　　内在的な一般要因に帰属させて考えられてきまし　　ている実践共同体への参加であり26、メディアに関する
　　た。しかし、学習が文化的実践への参加だとしたら、　　学習は、メディアを研究している、またはメディアを活
　　学習が動機つく（「やる気」を起こす）のは、本人　　用して社会的活動を行っている実践共同体への参加と
　　が自己決定している問題以上に、実践の共同体が当　　いうことになるであろう27。しかし、学校教育における
　　人らしい参加を受入れてくれること、当人の参加を　　学習すべてを実践共同体の参加としてとらえることは
　　より正統的なものにしてくれるという実感ではな　　難しい面もある。つまり、学校教育の学習内容には、直
　　いでしょうか。学習をつねに先へすすめていつてい　　接社会で役立っかどうかわからないということも含ま
　　るものは、自分が一人でも多くの人と「共にいる」　　れているのである2s。現段階で学校教育の学習内容をす
　　という実感、参加がもっと深くなり、視野がもっと　　べて正統的周辺参加論にもとついて考えるには限界が
　　広くなるという、学習そのものの実感でしょう。　　　ある。
　　　つまり学ぶことの意義がわかり、さらにもっと学　　　また、学習の動機づけに関しても、福島（1995）は次
　　べるという先行きの見通しが、fやる1ことの意義　　のように指摘する29。
　　を示しているのであり、それが当人の「やる気」と
　　して内観される。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　っまり参加とは、場合によってはある種のシゴキ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　などを含む暗黙の選別過程をも含んでおり、結局そ
　つまり学習の動機づけとは、自分が実践共同体の一部　　　　うした過酷さにも耐えられるような者だけが、残っ
を担っているという実感、そしてそれによる先行きの見　　　　ていくという事実である。つまりそれに耐えられる
通しがやる気をおこすということである。このことは、　　　程の充分な動機づけが存在していない連中は、耐え
学習の動機づけには他者との関わりが重要であること　　　　られなくなって逃げていくこともありうる訳で、い
を示している。これにっいては、苅谷（2005）も、哲学　　　　わぱそれに耐えられる程充分な動機づけがあるも
者である西との対談を踏まえ、自己中心的な「学びの意　　　　のだけ、言わば「参加」の過程に編入されていくの
味」論を批判し、次にように述べている2’・。　　　　　　　　　である。
　　　学ぶ意欲の持ち主として前提されているのは、自　　　つまり、学習の動機づけを自分が他者と関わりながら
　　己であり、「私」としての個人である。学ぶと言う　　実践共同体の一部を担っている実感と捉えるためには、
　　ことが、誰かほかの人＝他者にとってどういう意味　　そもそも参加する前の暗黙の選別過程を耐えなければ
　　があるのかということ軽視した、自己中心的な「学　　ならないということである。これは学校教育の場合は、
　　びの意味」論が展開されてきたといえるのである。　　参加しない、っまり授業に出ないという行動をすること
　　　だが、学ぶ意味とは、こうした自己を中心とした　　が難しいため、参加する・参加しないという選別過程が
　　物語に回収しっくされるのだろうか。西さんとの対　　着目されることは少ない30。しかし、選別過程に耐えら
　　談を通じて考えてきたのは、「私」や「自已」を越　　れない新参者をどのように動機づけしていくか、参加の
　　え出たところで、学ぶということをとらえ直せない　　選別過程を含めた動機づけの検討が必要であろう。
　　かという課題であった、言い換えれば、「他者」と　　　さらに、そもそも学校教育における実践共同体は、宮
　　の関わりの文脈に、もう一度、学ぶことを位置づけ　　大工や町工場の見習工における実践共同体のようにな
　　られないか、ということである。（中略）知識の獲　　ることは難しいという問題もある。宮大工や町工場の見
　　得が、個人の内部で完結することではなく、他者と　　習工における実践共同体は、長時間、師と兄弟子、新参
　　のつながりを求めていくことだという視点を持つ　　者が場を共有することによって成立している。いわば、
　　かどうかである。　　　　　　　　　　　　　　　　一緒に仕事をしているのである。しかし、学校教育にお
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いて実践共同体への参加を考えた場合、長時間、師と兄
　このように学習を「社会的実践における実践共同体へ　．弟子、新参者が場を共有することは難Lいeでは、学校
の参加1として捉え．学習の動機づけを自分が他者と関　　教育において、実践共同体はどのように考えていけばよ
わりながら実践共同体の一部を担っている実感と捉え　　いのであろうかp苅谷（2005）は、こうした問題につい
ることで、従来の学校教育における「学びの逃走」の改　　て、現代社会の難しさは、村落共同体や徒弟制のような
善につながると考えられる。　　　　　　　　　　　　　　「明確な共同性を前提にできないところである」と指摘
　しかし、学校教育における学習を正統的周辺参加論で　　した上で、遷の前の共同体だけの参加に留まらない、
考えるには問題もあるv正統的周辺参加論における学習　　フィクション＝想像としての共同体への参加」を挙げて
とは「社会的実践における実践＃同体への参加」である。　　いる31。つまり、現代社会においては、長時間、師と兄
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弟子、新参者が場を共有する共同体だけでなく、フィク
ションとしての共同体が機能しているということであ　　　また、文部省が1991年に発行した環境教育指導資料
る。このことは、Wenger（2002）も、次のように述べ　　では次のように述べている35e
ている32。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　環境や環境問題に関心・知識をもち、人闘活動と
　　　実践を共有するためには、定期的に相互交流を持　　　　環境との関わりにっいての総合的な理解と認識の
　　っことが必要だ。そのため多くのコミュニティが同　　　　上にたcて、環境の保全に配慮した望ましい働きか
　　じ揚所で働く、または近くに住む人々の間で自然発　　　　けのできる技能や思考力、！Bj断力を身につけ、より
　　生する。だが、同じ場所にいることは必要条件では　　　　良い環境の創造活動に主体的に参加し環境への責
　　ない。広域にわたって分散する実践コミュニティも　　　　任ある行動がとれる態度を育成する。
　　多いのだ。科学者たちは昔から世界中で連絡を取り
　　合いながら（昔は手紙、今は電子メールで）、実践　　　上記の目的に共通する項目としては、「環境や環境悶
　　のミュニティを形成してきた。（中略）実践を共有　　題に関する関心と知識」および「活動への参加・実行力」
　　しているから、っまり共通する一連の状況や問題や　　の育成が挙げられるe市川（2002）はこれらの目的を整
　　考え方があるからこそ、知識を共有することができ　　理し、次のように述べている36。
　　るのだ。（中略）分散型の実践コミュニティはもは
　　や例外ではなく、急速に標準的なものになりつつあ　　　　　環境教育の目的は、今日的な表現を交えていえぱ、
　　る。　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　人類の新しい発展、すなわち『持続可能な開発』の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　実現に向けて、環境保全に必要な知識、態度（価値
　このように、単に同じ場所を共有するだけでなく、共　　　　観）を身につけ、人聞と環境を軸とした様々なかか
通する状況や問題や考え方を共有することで、実践共同　　　　わり合いという視点から地球的視野に立って環境
体が成立するのである33。学校教育においては、こうし　　　　に関わる諸問題をとらえ、エコロジカルなライフス
たフィクションとしての実践共同体への参加も検討さ　　　　タイルを実践することができ、地域、国、国際レベ
れるべきであろう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　ルでの環境保全活動や『環境』と『開発』にかかわ
　学校教育における学習を正統的周辺参加論で考える　　　　る意志決定過程に参加することのできる人聞の育
には様々な問題がある。しかし、正統的周辺参加論を学　　　　成にあるといえよう。
校教育にすべてあてはめるのではなく、現代の学校教育
にあった形で活用していく方法を考えるべきであろう。　　　つまり、環境保金に必要な知識・態度（価値観）を身
以降、九段中等教育学校での環境教育を例に検討してい　　につけ、かっ意志決定過程に参加することのできる人間
くこととしよう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　の育成が重要であるということである。同様に朝岡
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2003）も、環境教育の目的を内容知と行動知をわけ、
　4．正統的周辺参加論にもとつく環境教育の　　「認識として子どもたちに伝達されていく知（＝内容
　　　　　　　　　　試み　　　　　　　　　　　　知）とともに、行動主体として行動することによって身
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に付ける実践知（＝行動知）という両者の知の枠組みが
　これまで、学校教育における正統的周辺参加論を述べ　　必要である」と述べている37eこのように環境教育では、
てきた。では、環境教育における学習を正統的周辺参加　　環境や環境摺題の内容に関する知識や態度（価値観）を
論で考えるとどうなるであろうか。九段中等教育学校で　　身に付けることと、実際に主体的に行動し、参加する力
の正統的周辺参加論にもとつく環境教育の事例をもと　　を身につける子どもを育成することが重要であると考
に考えてみよう。　　　　　　　　　　　　　　　　　えられる3B。つまり、環境教育のH的とは、子どもたち
　まず、環境教育の目的とはどのようなものだとされて　　が環境や環境問題の内容に関する知識や態度を身に付
いるのであろうか。例えば、1975年に制定されたべオ　　けることと、より良い環境の創造活動に主体的にかっ継
グラード憲章では、環境教育の目的を次のように述べて　　続的に参加できるようになることであると考えること
いる34。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ができる・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　このことを具体的に検討してみよう。環境教育にっい
　　　環境やそれにかかわる諸問題に気付き、関心を持　　て学ぶ上で、子どもたちが身につけなければならない知
　　つとともに、現在の問題の解決と新しい摺題の未然　　識や態度（価値観）とはなんであろうか。いくつか剖を
　　防止に向けて、個人的、集団的に活動する上で必要　　挙げて検討してみよう。
　　な知識、技能、態度、意欲、実行力を身にっけた人々　　　最初に考えられるのは、環境について学ぶための基礎
　　を世界中で育成すること。　　　　　　　　　　　　　となる知識である。このことについて佐島（1992）は、
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ベオグラード憲章の内容を検討した上で「環境に対して　　　次に、環境問題は簡単に解決する問題ではないという
基本的な理解をするための知識」が重要であると述べて　　ことを考えることも重要であろう。環境問題は簡単に解
いる39。また、北村（2000）は、基礎となる知識にっい　　決する問題ではないという指摘がある46。現時点では、
て「地球温暖化、オゾン層の破壊、酸性雨、化学物質に　　環境問題を解決する唯一の解答はないということであ
よる環境汚染の発生の基本的なメカニズム、環境を破壊　　る。例えば、環境問題は、産業や経済活動のない社会に
することによって滅亡していった文明、身近な環境問　　なれば解決する問題であると考えることもできるが、現
題」などを挙げている4e。環境問題を考えるために、基　　時点では産業や経済活動のない社会をつくることはむ
礎となる知識を身につけることは重要であろう41。他方、　　ずかしい。また、例えば排出ガスに含まれる二酸化炭素
これらの知識は身の回りのことだけでなく、地球規模で　　が地球温暖化をひき起こすとして自動車会社は悪者に
なければならないという指摘もある。北村（2000）は、　　なりがちであるが、現代社会において自動車のない生活
「子供たちに身の回りの環境問題を探させれば、すぐに　　の実現はむずかしい。このように、環境問題は、単純に
いくつか見つけるだろう。（中略）しかし、環境問題と　　何かがなくなれば解決するような簡単な問題ではない。
は、そのような、すぐに見えることばかりではない。そ　　他方、自勤車会社は二酸化炭素を削減し環境に対する負
して、すぐには見えないことの方が、むしろ重要なので　　荷を軽減した自動車を開発して環境問題の解決に向け
ある。というのは、環境問題は、その規模においても複　　て努力をしている47。環境問題が、単なる善・悪で解決
雑さにおいても、人間の直感的表現能力をはるかに超え　　できない問題である以上、むしろこうした単純な二元論
ているからだ」と述べ、地球規模で環境問題について考　　に陥らず、環境に対する負荷を軽減した自動車の開発の
えることの重要性を指摘している42。　　　　　　　　　　ような少しでも環境問題の解決に向けて努力している
　他方、環境教育における知識とは、抽出化されパッケ　　人がいることを知る必要があるであろう。
一ジ化されたものだけを指すのであろうか。確かに、こ　　　他方、こうした環境に関する取り組みを批判的に考え
れらの知識は抽出化されてテキストにもなっている43。　　ることも重要であろう。環境に関する取り組みは、一見
しかし、環境について学ぶための基礎となる知識を身に　　環境によいことのように思われることでも、実は環境に
つけるとは、従来の学校教育における学習のようにこれ　　対して負荷を与えているという指摘がある4S。北村
らの知識にっいてテキストを読んで学ぶことではない　　　（2000）は、事例としてリサイクル運動を挙げ「わずか
であろう。このことについて、長年にわたり琵琶湖の環　　らながらも環境に良いことをしたことで自己満足し、自
境を考えてきた鈴木（2001）は次にように述べている“。　　分の生活の他の面でもっと大きな負荷を環境に与えて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いることを、意識から排除してしまうこともありうる。」
　　　環境教育という言葉の内容はいろいろな側面を　　と述べ、子どもが身の回りを見渡して気がついた改善策
　　持っていて、ただ環境にっいての知識をむやみやた　　を実行したとしても、それが地球規模の環境問題につな
　　らに子どもたちに教え込むだけでは環境教育には　　がるかどうかはわからないと指摘している49e同様に、
　　ならないことは確かである。「琵琶湖は汚れていま　　John　Fien（2001）も環境教育において生徒が身につけ
　　すか？」という質問をすれば、ほとんど誰もが「は　　るべきことを「過度に支配的な人間世界に対し、的を得
　　い、汚れています」と答える。しかし、これは大人　　た新たな問いを投げかけ、問題を提起することができる
　　たちがそう教えるからそう答えるだけで、どう答え　　ようになる」こととし、環境に対する批判的意識の開発
　　なければ模範解答とならないと子どもたちが考え　　の重要性について述べている50。このような環境活動を
　　ているにすぎない。また、湖が汚れていることを知　　批判的に考えることは重要であろう。
　　ったとしても、それは他人事のように感じられ、進　　　これらを踏まえ、環境教育における正統的周辺参加論
　　みゆく自然の破壊にも無頓着である。（中略）環境　　を検討しそみよう。
　　教育と銘打って、単なる知識の詰め込みを強いても、　　正統的周辺参加論における学習とは、抽象化されパッ
　　それは「頭の中の知識と現実とは別のものさ」と割　　ケージ化された知識を効率的に習得することではなく、
　　り切った子どもを作るのがおちである。　　　　　　　社会的実践における実践共同体への参加である。環境教
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　育の揚合で考えると、環境を改善しようとする実践共同
　つまり、単に抽出化されパッケージ化された環境の知　　体へ参加することが、環境教育における学習である。学
識を伝達したところで、子どもたちは環境問題を他人事　　習者は、実践共同体に参加することで環境に関する基礎
のように感じてしまうのである。環境問題を他人事のよ　　的な知識を身にっけていくのである。この揚合、頭の中
うに感じてしまうことは問題である。たとえ知識をたく　　の知識と現実が別になることはありえない。実践共同体
さん習得したとしても、環境問題を他人事のように感じ　　に参加することで基礎的な知識を身につけていくので
てしまうようでは、より良い環境の創造活動に主体的に　　あり、現実から知識を身につけるのである51。つまり、
かつ継続的に参加することが難しいからである45。　　　　実際に実践共同体に参加し、基礎的な知識を身につける
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ことで「頭の中の知識と現実とは別のものさ」という他　　　　しようJ
人事のように感じることは改善されるのである。　　　　　④4回目「まちつくリゲームをしよう」
　また、環境問題を改善しようとしている人々の実践共　　　⑤5回目「『環境に配慮した千代田区のまちづくり』
同体では、環境問題の解決が簡単であると考える人は少　　　　を実現するための提案を考えよう」
ないであろう。活動をしていく上で、何かしらの苦労や　　　⑥6回目「提案を発表するために新聞をっくろう・千
苦悩があるはずである。また、例えば企業という実践共　　　　代田区で活動している団体の紹介」
同体で環境を改善しようとする人々は、経済活動という　　　⑦7回目「提案を発表しよう」
環境負荷活動を行いながらも、環境問題の解決に向けて　　　それぞれの授業内容やカリキュラムの工夫にっいて
環境負荷の少ない製品を生産したり、工場から廃棄物を　　ここでは詳しく論じないが60、生徒は、千代田区・企業
出さないようにしたりするなどの努力をしている「・2。学　　から「環境に配慮した千代田区のまちづくり」を一緒に
習者は、こうした実践共同体に参加することで、環境問　　考えてほしいという依頼をもとに、まちづくりの疑似体
題の解決に苦悩する姿や一般的に環境に負荷を与えて　　験や実際の取り組みの見学、さらに大学生とのディスカ
いるといわれているような状況でも少しでも環境問題　　ッションなどを行い、「環境に配慮した千代田区のまち
の解決に向けて努力している姿を目の当たりにするで　　づくり」を実現するためのアイデアを提案した。生徒は、
あろう53。こうした学校や教室以外の環境問題を改善し　　企業・行政・大学生といった環境を改善しようとする実
ようとしている人々の実践共同体に参加することで、環　　践共同体に正統的にかっ周辺的に参加を行ったのであ
境問題は簡単に解決する問題ではないということを考　　る。生徒からは、「ヒートアイランド現象を防ぐために
えることや、少しでも環境問題の解決に向けて努力して　　雨水を使用したスプリンクラー一による打ち水の実施」、
いる人がいること、少しでも環境問題の解決に向けて努　　「冷暖房の使用量を規制するための電気料金の検討上
力しようという態度を身にっけることができるであろ　　　「風力・太陽光を利用したビルの開発」、「企業の多い千
う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代田区で、クールビスを促進するための新商品の開発」
　では、環境に関する取り組みを批判的に考えることは　　などのアイデアが提案された。
どうであろうか。環境問題を改善しようとしている人々
の実践共同体は、師を中心として兄弟子や新参者などが　　　5．正統的周辺参加論にもとつく環境教育の
参加をしている。例えば、その場合の新参者はその実践　　　　　　　　　　成果と課題
共同体の活動を批判的に検討することはできるであろ
うかeおそらく難しいであろう。そもそも宮大工や町工　　　授業全体に関する感想では、これまでの活動を踏まえ
場の見習工における実践共同体は、師にあこがれを抱い　　て今後もよりよい環境活動に参加したいという記述が
たり、師に近づきたいと考えたりすることで参加が生ま　　みられた61。いくっか例をあげる。「入学する前から説明
れるのである。実践共同体の活動を批判的に検討するこ　　会などを通しての情報で『大学生や企業の方がきてくれ
とは、師そのものを批判的に検討することにもつながる　　る』ことを楽しみにしていました。そして、今回、実際
のであり、そのようなことはおそらく難しいはずである。　に説明を聞き、活動することが出来て、大変うれしいと
しかし、学校教育において環境教育を行う場合には、こ　　思っています。この学習で得た知識や考え方を持ち、今
の実践共同体のあり方はさらに検討されるべきである。　　後も活動したいと思います」、「皆一人一人がまじめに環
　これらを踏まえ、筆者は、千代田区立九段中等教育学　　境問題改善の一歩をふんでいるんだと思いました。やは
校の1年生160名を対象に環境教育を行った54。授業実　　り口だけでなく実際に行動することが大切だとおもっ
施者は、教員、筆者の他、法政大学地域研究センター55の　　たj、「自分が大人になったら仕事でも『環境を大切にす
研究員、法政大学人間環境学部・工学部建築学科の学生　　る』ことを心がけて身近だけでなく視野を広げたいと思
56、千代田区でまちづくりを行う三菱地所株式会社57の　　います」、「僕も将来、環境を考えて物作りができる大人
社員、そして千代田区役所の職員、財団法人まちみらい　　になりたいですs、「今回学習したことは、今後実行して
千代58田の職員である。授業は主に、法政大学人間環境　　みようと思います」、「今度は実際に大学生のようにボラ
学部の学生が担任の教員とティーム・ティーチングで行　　ンティア活動などに参加してみたいですJ、「この授業を
った・・。　　　　　　　　　　きっかけに、齢からたくさんの鞠を醐的にがんば
　以下、具体的なカリキュラムである。　　　　　　　　　っていきたいと思います．）　N「企業の方は私たちの将来に
　①1回目「これからの活動について知り、地球規模の　　っながることをいろいろ教えてくれた。環境にいいまち
　　環境問題について考えよう」　　　　　をつくるのは蛾なんだなと思った・まず友人から環境
　②2回目「千代田区の環境問題と環境問題を改善しよ　　問題の話題を広めて活動をしたい」などの記述がみられ
　　うとしている人々の工夫を知ろう」　　　　　　　　た。特に、将来の仕事を含め活動を検討していることは、
　③3回目「千代田区・企業の環境への取り組みを見学　　実践共同体の活動に参加したことで、環境に配慮した仕
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事もあると感じたと考えられる。また、アンケートでも　　らかにした。古参者が新参者とともに活動を行うことに
152名中143名が今後も一緒に環境問題について考えて　　よって、新参者にも古参者にも学びが生まれたのである。
みたいと述べており62、実践共同体に参加することで、　　このことはフィクションとしての実践共同体が、環境を
今後もよりよい環境活動に参加したいという意識が生　　改善する共同体だけではなく、新参者と古参者が環境に
まれたと考えられる。　　　　　　　　　　　　　　　ついて学びあう共同体でもあったと考えられる。しかし、
　他方、3．でも述べたように、学校教育における学習　　宮大工や町工場の世界の実践共同体においては、新参者
を正統的周辺参加論で考えるには多くの課題もある。九　　と古参者がお互いに学びあうことは少ない。宮大工や町
段中等教育学校での環境教育の課題を挙げながら検討　　工場の世界の実践共同体は師を中心とした学びであり、
していこう。以下、課題を3点挙げる。　　　　　　　　　学ぴあう共同体とは考えにくい。そこで、フィクション
　第一に、学校教育における実践共伺体のあり方に関す　　としての実践共同体における学びについては、今後も
るさらなる検討である。そもそも、学校教育における実　　様々な事例をもとに検討する必要があるであろう。さら
践共同体は、宮大工や町工場の見習工における実践共同　　に、3．で挙げたように、参加の選別過程における動機
体のようになることは難しい。そこで、例えば、九段中　　づけについての検討も必要であろうe新参者が実践共同
等教育学校での環境教育の場合は、企業や行政、大学生　　体に参加していく上で、どのような選別過程があるのか
などを教室に招くことや新参者である子どもたちが実　　を考察し、それらに耐えられない新参者をどのように動
際に活動を行っている場を見学するというような活動　　機づけしていくのかについて、今後も検討を行う必要が
を行うことで、企業や行政、大学生、子どもというフィ　　あるであろう。
クションとしての実践共同体をっくりだした。しかし、　　　こうした課題は、環境教育に限らず、正統的周辺参加
フィクションの実践共同体を宮大工や町工場の世界に　　論にもとつく授業づくり全般に言えることである。しか
おける実践共同体により近づけるためには、今回の工夫　　し、正統的周辺参加論を学校教育にすべてあてはめるの
以外にも様々な方法が検討される必要がある。例えば、　　ではなく、現代の学校教育にあった形で活用していく方
企業や行政、大学生などを教室に招くのではなく、子ど　　法を考えるべきであろう。今後は、こうした課題を考え
もたちが毎回活動の現場に訪問することや、疑似体験に　　ながらも、現代の学校教育にあった正統的周辺参加論の
とどまらず、生徒の提案を大学生が具現化し、企業や行　　構築、例えば、正統的周辺参加論にもとつく多様な授業
政と共に実際に活動するなど、フィクションとしての実　　づくりの知見の蓄積が求められるであろう。
践共同体のあり方については今後も検討を行う必要が
あるe
　第二に、環境に関する取り組みを批判的にとらえるた　　1塩田真吾「正統的周辺参加論にもとつく環境教育の試
めのカリキュラムの工夫のさらなる検討である。本研究　　み一九段中等教育学校におけるカリキュラム開発を通
では、子どもたちが環境や環境問題の内容に関する知識　　　して一」千葉大学大学院教育学研究科研究生論文・2007
や態度を身に付けるためには、環境に関する取り組みを　　2Legitimat色Peripheral　P　articipation・人類学者である
批判的にとらえることが重要であることを示した。そし　　Jean　LaveとEtien皿e　Wengerが提唱している。　Jea皿
て、環境に関する取り組みを批判的にとらえるために、　　Lave　and　Etie皿e　Wenger・　“Situated　Learning”邦訳
実践共同体への提案活動という葛藤場面を設定するこ　　佐伯牌『状況に埋め込まれた学習一正統的周辺参加一』
とで、生徒が実践共同体の活動を批判的に考えることカS産麹書・1993
でき、さらに実践端体も自らの営みを反省e勺にとらえ　3佐伯階中西縦郎’若狭蔵之助『学びの共同体』青
：；遼㌶1㌶罐㌶：聲璽1㌶㍍教育＝育から学びのあり
一ラムの工夫㈱される必要がある・例えぱひとっ礁嚇㌶㌶還験による創作である．
の実麟同体への参加だけでなく多様嫉践共同体へG例えば「法則化運動」に代表される頑雌一氏の提
の参加樋して・実麟同体の輌組みを様kな視点か　唱する全国の優れた鮪酬を酬化しようとする運
ら考え・動組みを批糊にとらえるなど・生御壕境　動が挙げられる。
に関する取り組みを批判的にとらえるためのカリキユ　　7もちろん体育などの技能教科は、抽象化されパッケー
ラムの工夫については今後も検討を行う必要がある・　　　ジ化された知識の伝達だけではない揚合もあるが、近年
　第三に・環境を改善しようとする実践共同体における　　はこれら技能教科においても抽象化されパッケージ化
学びについてのさらなる横討である。本研究では・子ど　　された知識を伝達することは多い。例えば、向山（1982）
もたちの環境問題を改善しようとする実践共同体への　　は、跳び箱が跳べない子どもに対して、「腕を支点とし
参加が、子どもたちだけでなく実践共同体の古参者にと　　た体重の移動」を教えることによって、15分で跳ばせ
つても環境問題について学ぶ上で有効であることを明　　ることができるという。向山洋一『すぐれた授業への疑
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い』明治図書出版、1982、P84～86　　　　　　　　　　24前掲『学びの共同体』青木書店、1996、　P27～28
8前掲『「教えない」教育徒弟教育から学びのあり方を　　25苅谷剛彦・西研『考えあう技術』筑摩書房、2005、
考える』二瓶社、2003、P34　　　　　　　　　　　　　　　P254
9小閨智弘『職人学』講談社、2003、P52～53　　　　　26このことについて佐伯（1995）は、「数学者になる」
10鉄を削る刃物のこと。当時の町工場の職人たちは、自　　という具体的な実践例を紹介している。佐伯絆・藤田英
　分たちが使うバイトは自分で火造っていた。　　　　　　典・佐藤学『学びへの誘い』東京大学出版会、1995
11美馬のゆり・山内祐平『「未来の学び1をデザインす　　27例えば、美馬・山内（2005）は、「民放連プロジェク
る』東京大学出版会、2005、P154　　　　　　　　　　　ト」という実践を紹介している。「民放連プロジェクト」
12前掲『状況に埋め込まれた学習一正統的周辺参加一』　　とは、地方局と学校が一緒に番組を制作する中で、メデ
産業図書、1993　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イアリテラシーを学びあうプロジェクトである。長野県
13前掲『状況に埋め込まれた学習一正統的周辺参加一』　　では、テレビ信州と須坂高校、長野西高校、三郷中学校、
産業図書、1993、P183－191　　　　　　　　　　　　　清水児童クラブが協力する形で実践が行われた。学校側
14詳しくは以下で論じた。　　　　　　　　　　　　　　は自分たちの紹介したい内容を整理し、それをどのよう
　塩田真吾「正統的周辺参加論にもとつく環境教育の試　　な方法で表現していくかを考えながら番組を制作する
み一九段中等教育学校におけるカリキュラム開発を通　　　ことで、映像の作り手の立場に立ちながら学習をすすめ
して一」千葉大学大学院教育学研究科研究生論文、2007　　た。前掲『「未来の学び」をデザインする』東京大学出
15Lave・Wenger（1993）は、「状況に埋め込まれたj　　版会、2005、　P　178～187
営みとは、「たんに人びとの思考や行為が時間・空間に　　2sこのことについて苅谷（2005）は、　f将来の職業や実
位置づけられている」ということを意味するのではない　　生活に直接役立っこと、役立つことが見えやすいことだ
としている。前掲『状況に埋め込まれた学習一正統的周　　けを学べぱよいとすれば、そのことは、将来の展望をも
辺参加一』産業図書、1993　　　　　　　　　　　　　　たないうちに、学習内容を制約することを通じて、将来
工6例えば以下を参照。苅谷剛彦・西研『考えあう技術』　　の職業選択の機会を狭めることにもなる」と述べているe
筑摩書房、2005　　　　　　　　　　　　　　　　　　　前掲『考えあう技術』筑摩書房、2005、P252
17例えば、2001年の藤沢市教育文化センターが行った　　29福島真人『身体の構築学』ひっじ書房、1995、P37
藤沢市内の中学3年生を対象とした学習意識調査では、　　30もちろん、参加をしていても、興味を示さないという
「もっと勉強をしたい」と答えた生徒は1965年では　　　態度をとることは予想される。これらの新参者をどのよ
65．1％であったのに対し、2000年では23．8％に激減し　　うに動機づけしていくかは今後も検討が必要であるう
ている。また、「勉強はもうしたくない」と答えた生徒　　　う。
は1965年では4．6％であったのに対し、2000年では　　　31前掲『考えあう技術』筑摩書房、2005、P261
28．8％に増えている。　　　　　　　　　　　　　　　　　32Etienne　Wenger　’　Richard　McDermott　’　William
1昼例えば、日本の学力を国際的に比較した国際教育到達　　M．Snyder‘℃ultivating　C。皿munities　of　Practice”邦
度評価学会（工EA）によると、1995年の中学2年生の　　　訳野村恭彦・野中郁次郎・櫻井祐子『コミュニティ・
校外の学習時間は2．3時間であったのに対し、1999年　　　オブ・プラクティス』翔泳社、2002、P60
の調査では、1．7時間にまで落ち込んでいる。　　　　　　33このことについては美馬・山内（2005）も、数理科
19佐藤学『学力を問い直す』岩波書店、2001、P21　　　学を研究する「湧源クラブ」の事例を検討し，「メディ
2e市川伸一『学ぶ意欲の心理学』PHP研究所、2001、　　アが発達した現代社会では、様々な形で想像の共同体が
P97～98　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　機能するようになっています。」と述べている。前掲『「未
21この動機づけの失敗については、社会学者の宮台真司　　来の学び」をデザインする』東京大学出版会、2005
も指摘しているD詳しくは、宮台真司・藤井誠二・内藤　　341975年にユー一一ゴスラビアの首都ベオグラー一ドで開催
朝雄『学校が自由になる日』雲母書房、2002を参照。　　　された国産環境教育会議で作成された憲章。
222007年には入学希望者数が入学定員を下回る「大学　　35文部省編纂の中学校・高等学校編。
全入時代」を迎えると言われている。しかし、既に2000　　36川嶋宗継・市川智史・今村光章『環境教育への招待』
年頃から入る大学を選ばなければ誰でも入学できる状　　　ミネルヴァ書房、2002、P54～55
況になっている。　　　　　　　　　・嘲岡幸彦r新しい環境教育の実践』高文堂出版2003・
23このことについて苅谷（2005）も、「何かを学ぶこと　　P40
は、その瞬聞、瞬間を楽しいと感じることとは別の、単　　3日しかし、そもそも環境教育は環境問題の解決を目的と
調さやっらさや厳しさもある」と述べ、楽しさや喜びを　　するべきなのかという問いも生じる。このことについて
感じることを学習の内発的励機づけとすることには限　　　朝岡（2003）は、「教育は人類・社会が直面する諸問題
界があると指摘している。苅谷剛彦・西研『考えあう技　　の解決を目的とするべきなのかが考えられなければな
術』筑轄房、2005、P252　　　　　　らなV・．」と述べている・確かに・環境教育は環1鍋題
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を解決するためだけの手段ではない。環境教育では、子　　出版、2001
どもたちが、水・土などとの自然接触を含む自然体験や　　49前掲『環境教育と学校教育の改革』農山漁村文化協会、
他者との話し合い、家庭・地域活動への参画などの活動　　　2000、P229
を通して環境問題以外の多くのことを学ぶであろう。環　　50John　Fien”Education　fbr　The　Environmenゼ’邦訳
境問題の解決を考えない環境教育も十分ありうる。しか　　石川聡子・石川寿敏・塩川哲雄・原子栄一郎・渡部智暁
し、環境問題の改善が急務である昨今、環境教育が環境　　　『環境のための教育』東信堂、2001
問題の解決に向けて取り組むことは重要であろう。また、　51このことは、鈴木（2001）も、実際に生徒が琵琶湖
様々なメディアで環境問題が扱われ、地球環境の深刻さ　　の水質調査活動に参加した事例を挙げ、「実際に身近な
が放映されることにより、必然的に子どもたちの中から　　公害や環境破壊の現地に出向き、その現状から学ぶこと
「環境をよくしたい」という声も出てくる。環境教育は　　を考えなくてはならない」と述べている。前掲『環境学
環境問題を解決するためだけの手段ではないが、環境問　　と環境教育』かもがわ出版、2001、P151～152。ただ
題の解決を考えることは重要であろう。前掲『新しい環　　　し、この場合の実践共同体は、長時間にわたり師や先輩
境教育の実践』高文堂出版、2003　　　　　　　　　　と場を共有することのないフィクションとしての実践
39佐島群巳・堀内一男・山下宏文『学校の中での環境教　　　共同体である。
育』国土社、1992、P18　　　　　　　　　　　　　　　　52現在、多くの企業が環境報告書を作成し、環境への取
40北村和夫『環境教育と学校教育の改革』農山漁村文化　　　り組みを公表している。
協会、2000、P268　　　　　　　　　　　　　　　　　53このことは以下で論じた。塩田真吾『「未来の技術」
41しかし、もちろんこの知識は発達段階に応じて検討さ　　を題材とした環境教育の授業実践開発』千葉大学教育学
れるべきである。発達段階に応じた身につけるべき知識　　部卒業論文、2004。ただし、この場合の実践共同体は、
の整理は今後の課題である。　　　　　　　　　　　　　　長時間にわたり師や先輩と場を共有することのないフ
42前掲『環境教育と学校教育の改革』農山漁村文化協会、　　イクションとしての実践共同体である。
2000、P228～229　　　　　　　　　　’　　　　　　　54九段中等教育学校は、区立として初めての6年制の中
43例えば、以下を参照。和田武・崎田裕子『21世紀こ　　高一貫教育校として、2006年4月に開校した。なお、
ども百科地球環境館』小学館、2004　　　　　　　　　　160名の内、80名が千代田区在住者、80名が千代田区
弱鈴木紀雄と環境教育を考える会『環境学と環境教育』　　外の在住者である。そもそも本授業実践は、法政大学地
かもがわ出版、2001、P99～100　　　　　　　　　　　域研究センターが行う「千代田学プロジェクト」の一環
45このことについては、例えば、2001年に実施された　　として行われた。千代田学とは、千代田区が区内の大学
内閣府「地球温暖化防止とライフスタイルに関する世論　　が行う千代田区に関するさまざまな事象をひとつの学
調査」でも明らかである。この調査では、地球温暖化の　　間として学ぶ「千代田学」の調査・研究に対し、研究費
原因について知っている人が約85％であったのに対し、　　を負担するものである。法政大学地域研究センターでは、
地球温暖化防止のための個人の日常生活においての取　　　千代田区の地域特性を生かした環境教育のあり方につ
り組みで、「積極的に取り組むJと応えた人は9．6％、さ　　いて研究を進めている。そこで今回は研究の一環として、
らに個人のライフスタイルに関する質問項目では、公共　　千代田区立九段中等教育学校の1年生を対象に、総合的
交通機関を利用し、車の運転を控える人が40．1％であっ　　な学習の時間において環境教育を実施した。授業の実施
た。このことからも、知識をたくさん習得したとしても、　期間は2006年4月28日から2006年7月14日であり、
より良い環境の創造活動に主体的にかっ継続的に参加　　　授業回数は全部で7回である。授業時間は各2時間ずつ
することが難しいことがわかる。　　　　　　　　　　　計14時間である。
46このことについて　北村（2000）は「環境問題に関　　55詳しくは、地域研究センターのHPを参照。
しては、解決の見通しを与える国際的合意のようなもの　　ht‡p：〃www．hosei．ac．jp／regiona1＿research／
はまだ存在しない。つまり、少なくとも今のところは、　　56詳しくは、法政大学のHPを参照。
環境問題は、人類の手に負えない難しい問題なわけであ　　http：〃www．hosei．　ac．jp／
る。」と述べている。北村和夫『環境教育と学校教育の　　　57詳しくは、三菱地所株式会社のHPを参照。
改革』農山漁村文化協会、2000、P4　　　　　　　　　　http：〃www．mec．co．jp1
47このことは、以下で論じた。塩田真吾『「未来の技術」　　58詳しくは、財団法人まちみらい千代田のHPを参照。
を題材とした環境教育の授業実践開発』千葉大学数育学　　http：〃www．mm’chiyoda．or．jp
部卒業論文、2004　　　　　　　　　　　　　　　　　　59授業を実施した法政大学人間環境学部の学生は、これ
os例えば、武田（2001）は「『グリーン購入』は資源の　　まで中学校において授業を実施したことがないため、筆
3倍のムダ使い」と述ぺ、一見環境によいことρように　　者が授業を行う前に授業技術にっいての指導を行った。
思われることでも、実は環境に対して負荷を与えている　　60詳しくは以下で論じた。
ことを指摘している。武田邦彦『エコロジー幻想』青春　　　塩田真吾「正統的周辺参加論にもとつく環境教育の試
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み一九段中等教育学校におけるカリキュラム開発を通
して一」千葉大学大学院教育学研究科研究生論文、2007。
また、授業の様子は、法政大学地域研究センター「九段
中等教育学校環境教育プロジェクトレポート『結環』」
2006を参照。
61全授業後に行ったアンケートに自由記述の欄を設け、
生徒に授業全体の感想を書いてもらった。
62今後（大人になっても）一緒に環境問題について考え
てみようと思っていますか？
5％　　　0％＼　　／1％
ロ3．あまりそう思わな
　い
ロ4．全くそう思わない
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